GSC賞 応募書類　<奨励賞>



応募書類の構成

応募に必要な書類、内容は以下の表を参照下さい。

この書式は 　奨励賞応募  用です。
	応募区分
	三大臣賞


	
ベンチャー・
中小企業賞
	奨励賞



	
	
	経済産業大臣賞
	環境大臣賞
	文部科学大臣賞
	
	産
	産以外

	業績説明書
	業績の説明*1
	〇
	〇
	
〇

	
〇

	
〇
	
〇


	
	主要特許・論文リスト*2 
	〇
	〇
	
〇
*5 
	
〇
	
〇
	
〇
*5

	
	自己評価シート*3 
	〇
	〇
	
〇
	
〇

	
〇

	
〇

	重要特許・論文の写し*4 
	任意
	任意
	
任意
	
任意
	
任意
	
任意


*1
図表含む；業績の説明は2,000字程度（2,000字±200字を目安）

*2
「業績の説明」に引用したものに限る

*3
選考基準に記載のすべての評価項目を含むこと。ただし、文部科学大臣賞、奨励賞（産以外）およびベンチャー・中小企業賞に応募の場合は、「4) ライフサイクルアセスメント（LCA）」の提出は不要
*4
重要特許、論文、それぞれ3件以内；業績説明書の内容説明文に引用されたもの

*5　
自由書式
業績説明書の構成

1.
業績の説明

2.
業績に関連する主要特許(出願)・主要論文のリスト



主要特許リスト



主要論文リスト

3.
自己評価シート



1)
業績の特徴



2)
先行技術の簡単な説明



3)
自己評価



4)
ライフサイクルアセスメント(LCA)
＊ただし、奨励賞（産以外）に応募の場合は「4)ライフサイクルアセスメント(LCA)　」の提出は不要
業績説明書記入上の注意
・業績の説明は2,000字程度(2,000字±200字を目安）で作成してください。
　・GSCの推進においてその貢献が将来期待できる内容を説明に含めてください。
　・図及びおよび表を適宜挿入してください(ページはA4縦で適宜増やしてください)。
・評価項目となっている6項目(1)GSC適合度、(2)社会的価値(インパクト及び波及効果)、 (3)経済性・実現性・必要性、(4)新規性・独創性、(5)技術・研究・実践の発展性、(6)科学的・学術的妥当性のすべてについて、自己評価及び先行技術との比較も含め、簡潔に説明してください。
※(1)GSC適合度の記載にあたっては、QRコードまたは協会ホームページリンクより「GSCの事例」をご参照ください。
協会HPリンクはこちら→　https://www.jaci.or.jp/gscn/page_01.html
[image: image1.png]



QRコードはこちら→ 
業績説明書


（１）受付番号：

（２）業績の表題：

（３）応募者の所属、氏名：

*連名応募の場合は、応募業績に対するそれぞれの寄与（内容、程度）を簡潔に記載してください。

記載例）

〇〇株式会社　△△部　新化学　太郎　内容：要素技術の確立、程度：40%

〇〇株式会社　□□部　新化学　花子　内容：量産化技術開発、程度：30%

１．業績の説明

（以下の項目はA4横で作成してください。）
２．業績に関連する主要特許(出願)・主要論文のリスト（「１．業績の説明」に引用されたものに限ります）

すべての項目が記載されていれば、別の書式でも結構です。
＜主要特許リスト＞
・
項目は変えないでください。表の幅、行数は適宜変更してください。
・
「1．業績の説明」の引用箇所に整理No.を明記してください(例：右肩にP1))。
・
特許（出願）は最新のものを記載し、重要な特許(出願)の写しを提出する場合もリストに対応したものを提出してください。

　
（公開済みの場合は明細書ではなく、公開公報とするなど）
· 重要な特許(出願) (3件以内) の写しとして明細書を添付されるものは、「明細書添付」の欄に○を記入してください。
	明細書
添付
	整理No
	出願年

(西暦)
	特許No.
(特願・特開等　最新)
	タイトル
	発明者(全員を明記)
	出願人(全者を明記)
	備考

(業績に関連するポイント)

	
	P1
	
	
	
	
	
	

	
	P2
	
	
	
	
	
	

	
	P3
	
	
	
	
	
	

	
	P4
	
	
	
	
	
	

	
	P5
	
	
	
	
	
	

	
	P6
	
	
	
	
	
	

	
	P7
	
	
	
	
	
	

	
	P8
	
	
	
	
	
	

	
	P9
	
	
	
	
	
	

	
	P10
	
	
	
	
	
	


＜主要論文リスト＞
・
項目は変えないでください。表の幅、行数は適宜変更してください。

・
「1．業績の説明」の引用箇所に整理No.を明記してください(例：右肩にL1))。


・
重要な論文 (3件以内)としてその写しを添付するものは、「論文添付」の欄に○を記入してください。但し、法令上等の理由で電子ファイルでの送付ができない場合



はハードコピーを送付してください。
	論文添付
	整理No
	著者(全員を明記)
	タイトル
	雑誌名
	VOL（掲載年､頁）
	備考

(業績に関連するポイント)

	
	L1
	
	
	
	
	

	
	L2
	
	
	
	
	

	
	L3
	
	
	
	
	

	
	L4
	
	
	
	
	

	
	L5
	
	
	
	
	

	
	L6
	
	
	
	
	

	
	L7
	
	
	
	
	

	
	L8
	
	
	
	
	

	
	L9
	
	
	
	
	

	
	L10
	
	
	
	
	


　※上記リスト並びに添付いただく特許(出願)明細書・論文の写しは、本賞の審査のためのみに使用します。

３．自己評価シート
１）業績の特徴
・すべての着眼点について各々 a、b、cにランク付けしてください。a：非常に重視し業績の特徴／本質を表す、b：ある程度重視、c：あまり考慮しなかった
・ランクaとした着眼点のみ「業績の特徴｜詳細説明資料Ａ」(各項目A4×1枚以内(図表含む))を別紙として添付してください。ランクbまたはランクcとした着眼点については、別紙を添付しないでください。
	着眼点
	ランク
	簡単な説明
	先行技術との比較
	資料A
No

	(1)GSC適合度
	
	
	
	

	(2)社会的価値

（インパクト及び

波及効果）
	
	
	
	

	(3)経済性・実現性・
必要性
	
	
	
	

	(4)新規性・独創性
	
	
	
	

	(5)技術・研究・実践の
発展性
	
	
	
	

	(6)科学的・学術的妥当性
	
	
	
	


２）先行技術の簡単な説明

３）自己評価
・必要に応じて「自己評価｜詳細説明資料Ｂ」(各項目A4×1枚以内(図表含む))を別紙として添付してください。

	項目
	事例
	自己評価

（「グリーン・サステイナブル ケミストリー（略称:GSC）について」に記載の事例を参考に、該当する項目に自己評価した内容（複数可）を記入してください。）
	資料B
No

	社会的価値の訴求性
	安全・安心・豊かで持続可能な社会実現のための長期的課題に対する先駆的取組み

	
	

	環境負荷の低減
	低環境負荷生産に向けた資源消費最小化・反応プロセス高効率化


	
	

	安全特性
	安全・安心な生活環境に資する化学物質リスク低減

	
	

	エネルギー、資源問題の解決
	エネルギー・資源・食糧・水問題の解決へ向けた取組み



	
	

	その他（　　　　）
	
	
	

	特記事項
	
	
	


４）ライフサイクルアセスメント（LCA）　　　　　＊奨励賞（産以外）に応募の場合は「4)ライフサイクルアセスメント(LCA)　」の提出は不要
・
LCA方法： 1または2のどちらかに○を記入してください。



１．本シートへの記入  　2．他の方法で評価　（2の場合はその資料を「LCA説明資料」と明記の上、提出してください。）

・
応募業績における新システム・製品の環境負荷を評価するため、既存のシステム・製品の値を100とした場合の相対的な使用量・発生量等を記入してください。

・
項目1から5の相対的な使用量・発生量等については、全項目について記載してください。既存品と同じ場合は「100」、数値比較が難しい場合は「評価不能」と記入してください。

・
追加評価したい項目があれば項目欄に追記の上、評価結果をご記入ください。

	項目
	物質名、測定項目等
	既存品を100とした場合の相対的な

使用量、発生量等
	コメント

（数値根拠、新項目の設定理由など）

	１
	エネルギー使用量
	化石燃料、電力使用量
など
	
	
	

	２
	温暖化ガス発生量
	CO2、N2O、CH4、フロン
など
	
	
	

	３
	大気、水質への
負荷量
	BOD、COD、SOx、NOxなど
	
	
	

	４
	原料資源の使用量
	エネルギーとして使用されたものは除く
	
	
	

	５
	最終埋め立て量
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※補足説明：「３．自己評価シート」について
（１）自己評価シートの目的

本評価シートは、評価者への客観的な情報提供のために作成していただきます。すなわち、応募者の方々に同じ質問について簡潔にお答えいただくことで、案件の特徴を評価者が正しく比較評価出来ることを目的としています。

（２）作成上の留意点

応募業績の利点を強調していただくことに主眼があります。

応募業績の普及を阻害する要因(社会制度など)や特殊な条件への依存度が高い場合(他の技術との競合、原料・製品の需給状況等)など、他の大きなマイナス要因がある場合は、「３）自己評価　　特記事項」の欄にご記入ください。
（３）作成方法

下記の要領に従って作成してください。なお、必要に応じて記入欄の幅を拡張しても構いません。枚数の制限は特に設けませんができるだけ簡潔にご記入ください。

１）業績の特徴

①
表中記載の全ての着眼点について、それぞれランク付け（a、b、cのランク評価）と簡単な説明、並びに、応募者が最も比較対象として適切と考える先行技術との差異についてご記入ください。
②
特に重視した項目（ランク付けa）のみ「業績の特徴 詳細説明資料A」(各項目A4で1ページ以内(図表含む))を別紙として添付してください。ランクbまたはランクcとした着眼点については、別紙を添付しないでください。
③
GSC適合度の記載にあたっては、本様式2枚目の「業績説明書記入上の注意」に添付しているQRコードまたは協会ホームページリンクより『GSCの事例』をご参照ください。

２）先行技術の簡単な説明

選定された先行技術の選定理由、並びに、その技術の概要・課題等を簡潔に記述してください。

３）自己評価

重視した項目のみ簡潔にご記入ください。必要に応じて「自己評価 詳細説明資料B」(A4で1ページ以内(図表含む)）を別紙として添付してください。

４）ライフサイクルアセスメント（LCA）　　　
下記の方法1または方法2によりご提出ください。ただし、奨励賞（産以外）に応募の場合は、自己評価シート「4) ライフサイクルアセスメント（LCA）」の提出は不要です。
方法1：　ライフサイクルアセスメント(LCA)の結果をシートの項目に従ってご記入ください。

方法2：　他の方法でLCAを実施している場合は、本シートへの記載の代わりに、その資料を添付してください。
奨励賞応募書類チェックリスト

事務局に提出する応募書類について、以下の表に○を記入してください。
	応募区分
	奨励賞



	
	
	産
	産以外

	業績説明書
	業績の説明
	

	


	
	主要特許・論文リスト
	

	


	
	自己評価シート*
	

	　　　　

	重要特許・論文の写し
	

	



*奨励賞（産以外）に応募の場合は、自己評価シート「4) ライフサイクルアセスメント（LCA）」の提出は不要です。
資料-7-3








